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☆★☆★☆ごあいさつ★☆★☆★

皆さん、こんにちは、makiです。2007年もあと少しですね！今年はどんな年でしたか。来年は移民100周年の年。ブラジル各地でいろいろなイベントが行なわれそうです。これから楽しみですね。今日はクラスで日本語を教えていて気づいたことについてお話したいと思います。
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OoOo　学生がたくさん話す授業　OoOo
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先月、風邪を引きました。とても強い風邪で、2週間ぐらい咳が続き、声も全然出なくなりました。

教師の仕事で大切な｢道具｣がやられて、2週間も授業ができませんでした。声も少し出るようになったところで、授業に戻りましたが、まだ喉が痛かったので、以前、あるコーディネータによく言われていた｢教師はできるだけ話さず、学習者にできるだけたくさん話してもらうような授業｣を実験してみようと思いました。

そういった授業を行ってみて気づいたことは、どんな場面で教師は必然的に話さなければならないかとそうでないかです。その授業で必然的に話さなければならなかったのは以下のような場面です。

1 導入場面

2 基本練習でモデルを示すとき

3 応用練習で活動の説明するとき

①で、かなり話しました。導入では、どちらかといえば、教師が一方的に話し、学生は聞いてその文型をどんな場面で使うか、どのように言うのかに集中を向けているようでした。わたしがやった導入方法は、3つの場面を示し、その文型がどんな時に使われるかわからせる方法です。学生が場面を理解した時点で、学生に例文をリピートさせ、その文型を板書し、文型につながる動詞などの活用を示して基本練習に入ります。

②では、学生にどのような練習を始めるのかをわからせるためにモデルを出しました。例えば、｢Vかどうか～｣の文型の、｢8時までに来られますか・山田さんに聞きます→8時までに来られるかどうか、山田さんに聞いてください。｣という練習で、まず私がそのふたつの文を言って、学生にリピートさせました。それからは｢荷物が届きましたか・見てきます｣｢試験がありますか・教えます｣などと言って、学生に変換した文を言わせていました。

③では、どんな活動を行なうのか、ポルトガル語で説明しました。

では、逆に私があまり話さないためにどんな工夫をしたのかをお話します。
4 その課の会話文を学生に言わせるためにテープを使用

5 学生同士の談話練習

6 板書

各課に出てくる会話文を学生に言わせるのですが、先生が言うのではなく、ネイティブスピーカーが話しているテープを流し、各文にポーズを入れて、学生にリピートさせました。そのほうが流暢な日本語、正しい発音を聞きながらリピートすることができたと思います。

また、会話文の練習でも、基本練習の応答練習、応用練習の活動でも、学生同士に話させるようにしました。これは教師とだけではなく他の人とも日本語が話せるという習慣をつけるのに効果的だと思いました。また、学生が練習している間、私は一人一人の日本語のチェックができたので一石二鳥だった思います。

その他に、学生に紹介している文型をはっきり把握させるためにその文型を黒板に書き、どこがキーセンテンスなのか、どこが取り替えられる部分なのかを示しました。

例えば、｢～かどうか～｣の場合、

　　　　　　　　　　かどうかわかりません

　　　　　　　　　　　　　　教えてください

　　　　　　　　　　　　　　聞きます

　　　　　　　　　　　　　　調べます

と、黒板に書き、下線には動詞、イ形容詞、ナ形容詞、名詞を入れ替えながら、練習しました。そうすることで、学生にとってどこをどのように入れ替えができるのかがわかりやすくなり、クラス全体が正確に言えるようになったと思います。

今回の教師ができるだけ少なめに話す実験で、学生にとっていくつか効果的な点が見られました。例えば、当たり前ですが、学生が発話するチャンスが増えました。また、教師以外の日本語(テープのネイティブスピーカーの日本語、他の学生の日本語)が聞けるチャンスもあり、総合的に授業は教師が一方的に話すのではなく、学生も参加できる活発な授業になったと思います。

しかし、このように学生に話させる工夫はできますが、上記で話したように教師が必然的に話さなければならないところもあります。そういった点を考慮しながら授業を行なえば、学生に｢日本語で話せた！｣という満足感が出てくるのではないでしょうか。

☆★☆★☆おわりに★☆★☆★

皆さん、今回のメルマガはいかがでしたか。マンネリ化している毎日の授業に、ふとしたものから授業や学生、教え方に対する考え方を見直すことができます。こういった小規模の調査研究を｢アクション･リサーチ｣と言い、教師としての成長につながるものです。来年にむけて、何か調査してみてはいかがでしょうか？アクション･リサーチについてさらに詳しく知りたい方には、下のわかりやすく書いてある本をお勧めします。

川口義一＆横溝紳一郎（2005）『LIVE!成長する教師のための日本語教育ガイドブック　上･下』ひつじ書房

追伸:　ここだけの話ですが、結局上記の授業の後、声が完全にかれてしまいました。。。。とほほです。

ご意見・質問は　prof@fjsp.org.br
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